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実
践
活
動
に
関
す
る
成
果
発
表
会
）」の
開
催
に
よ
る
成
果
の
地
域
還
元
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
二
〇
二
〇
年
度
に
は
国
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
」
の
認
定
を
受
け
、「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
循
環
経
済
）」

を
意
識
し
た
、
持
続
可
能
な
し
ま
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、地
球
規
模
の
視
野
を
持
ち
、地

域
視
点
で
行
動
し
て
い
く
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
の
育
成
が
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）
な
ど
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。「
域
学
連
携
」を
通
じ
て
築
い
て
き
た
多
分
野
の
研
究
者

や
実
践
家
、
学
生
な
ど
と
の
つ
な
が
り
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
進
め

る
上
で
の
大
き
な
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
そ
の
代
表

的
な
取
り
組
み
で
あ
る
、
多
様
な
世
代
・
立
場
の
人
々
が
自
ら
の
意
思

で
集
い
学
び
合
う
「
対
馬
グ
ロ
ー
カ
ル
大
学
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
成
る
対
馬
グ
ロ
ー
カ
ル
大
学

対
馬
グ
ロ
ー
カ
ル
大
学
は
、
大
学
や
専
門
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

域
学
連
携
を
活
か
し
た
人
材
育
成

長
崎
県
対
馬
市
は
、
朝
鮮
半
島
と
九
州
本
土
の
間
に
位
置
す
る
国
境

の
島
で
す
。
豊
か
な
自
然
環
境
と
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
を
は
じ
め
と
す
る

希
少
生
物
、自
然
に
根
差
し
た
人
々
の
暮
ら
し
が
あ
り
ま
す
。
古
来
、大

陸
か
ら
の
玄
関
口
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
島
で
あ
り
、

そ
れ
を
示
す
遺
構
や
伝
統
・
風
習
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

優
れ
た
地
域
資
源
を
有
す
る
一
方
で
、
他
の
多
く
の
自
治
体
と
同
様

に
、
対
馬
市
も
人
口
急
減
に
よ
る
社
会
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
国
内
外
か
ら
の
海
洋
漂
着
ご
み
問
題
や
ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ
バ
チ

に
代
表
さ
れ
る
外
来
生
物
の
侵
入
、
気
候
変
動
の
影
響
な
ど
の
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ス
ク
に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
、
市
で
は
二
〇
一
三
年
度
か
ら
「
域
学

連
携
」
を
重
要
政
策
の
一
つ
に
掲
げ
、
大
学
生
の
短
中
長
期
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
、連
携
大
学
と
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、学

術
研
究
の
奨
励
や
活
動
サ
ポ
ー
ト
、「
対
馬
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
対
馬
研
究・

対馬グローカル大学の
学びの特色を示す概念図。

対
馬
グ
ロ
ー
カ
ル
大
学
を
通
じ
た

人
材
育
成
と
学
び
の
可
能
性

長
崎
県
対
馬
市
未
来
環
境
部
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
戦
略
課
主
任

崔
春
海
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で
の
学
習
と
、
現
地
実
習
な
ど
の
一
部
オ
フ
ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
年
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
二

〇
二
〇
年
九
月
の
開
講
以
来
、
対
馬
市
民
（
漁
師
や
農
家
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
、

学
校
教
員
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
属
性
）
を
は
じ
め
、対
馬
出
身
者
や
フ
ァ
ン
、学

生
な
ど
延
べ
八
〇
〇
名
以
上
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
じ
つ
は
、
初
年
度

は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
講
と
な
っ
た
た
め
、
全
面
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
島
外

か
ら
の
多
様
な
講
師
陣
・
受
講
生
の
参
画
に
つ
な
が
り
、
結
果
的
に
多

世
代
・
多
地
域
間
の
交
流
と
学
び
の
場
の
実
現
に
つ
な
が
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

対
馬
グ
ロ
ー
カ
ル
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、大
き
く
「
ｗ
ｅ
ｂ
講
義
」

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
践
塾
」「
オ
ン
ラ
イ
ン
ゼ
ミ
」
の
三
つ
か
ら
成
り
ま
す
。

ｗ
ｅ
ｂ
講
義

対
馬
で
の
研
究
や
実
践
の
成
果
、
各
分
野
の
学
問
・
実
践
論
を
受
講

生
に
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
も
の
で
、
島
内
外
の
専
門
家
・
実
務
家

の
全
面
的
な
協
力
を
得
な
が
ら
、
一
時
間
ほ
ど
の
講
義
を
毎
月
一
～
二

回
程
度
の
頻
度
で
ラ
イ
ブ
配
信
し
て
い
ま
す
。
対
馬
の
環
境
・
社
会
・

歴
史
文
化
・
経
済
分
野
に
関
す
る
も
の
や
離
島
振
興
論
と
い
っ
た
総
論

的
な
テ
ー
マ
の
ほ
か
、
受
講
生
が
研
究
・
実
践
活
動
を
行
な
う
上
で
参

考
に
な
る
基
礎
科
学
や
方
法
論
に
関
す
る
題
材
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ま

で
の
講
義
数
は
一
四
〇
以
上
に
も
達
し
て
い
ま
す
。

を
活
用
し
、
市
民
や
対
馬
出
身
者
、
対
馬
フ
ァ
ン
な
ど
に
対
し
て
、
高

等
教
育
や
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
推
進
す
る
「
実
践
型
人
材
」
を
対
馬
内
外
で
広
く
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

連
携
大
学
の
教
員
や
地
域
内
外
で
の
実
践
者
な
ど
多
様
な
講
師
陣
を

迎
え
、
ビ
デ
オ
会
議
ア
プ
リ
や
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

対馬グローカル大学の
学びの特色を示す概念図。
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
践
塾

島
内
外
の
高
校
生
や
大
学
生
な
ど
を
対
象
と
す
る
実
地
で
の
短
期
合

宿
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
夏
季
に
二
泊
三
日
程
度
で
開
催
し
、
有
害
鳥
獣

問
題
や
耕
作
放
棄
地
の
再
生
、
海
ご
み
回
収
作
業
と
い
っ
た
現
場
体
験

と
、地
域
の
実
践
家
に
よ
る
座
学
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
、「
持
続

可
能
な
し
ま
づ
く
り
」
の
た
め
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
マ
イ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
の
作
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
大
学
生
が
対
馬
に
飛
び
込
む
き
っ
か
け
と
な

SDGs実践塾でのワークショップ。

SDGs実践塾で獣害対策の現場を体験する塾生たち。

オンラインゼミの様子。
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る
「
入
門
編
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
、
参
加
を
き
っ
か
け
に
オ
ン
ラ

イ
ン
ゼ
ミ
の
受
講
や
、
対
馬
で
の
学
術
研
究
に
取
り
組
む
塾
生
が
誕
生

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
高
校
生
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
故
郷
を

見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
な
る
と
と
も
に
、
普
段
は
島
に
い
な
い
大
学

生
と
の
交
流
・
協
働
が
、
進
路
を
考
え
る
上
で
非
常
に
貴
重
な
体
験
と

な
っ
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ゼ
ミ

九
州
大
学
や
長
崎
大
学
な
ど
、
対
馬
市
と
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い

る
大
学
の
教
員
を
講
師
に
迎
え
、
年
度
単
位
で
行
な
う
ウ
ェ
ブ
上
の
勉

強
会
で
す
。
五
～
一
〇
名
程
度
の
受
講
者
で
、
月
一
回
開
催
し
て
い
ま

す
。
二
〇
二
五
年
度
は
「
環
境
」「
し
ま
づ
く
り
」「
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
三

つ
の
ゼ
ミ
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
各
ゼ
ミ
に
は
、
高
校
生
か
ら
大
学
生
、

社
会
人
や
定
年
を
迎
え
た
リ
タ
イ
ア
層
ま
で
島
内
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

受
講
生
が
集
ま
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
関
心・テ
ー
マ
を
持
ち
寄
っ
て
議
論・

交
流
し
な
が
ら
学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。

対
馬
で
の
現
地
実
習
の
機
会
も
年
に
一
度
設
け
て
お
り
、
文
献
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
だ
け
で
は
知
り
え
な
い
対
馬
の
魅
力
や
課
題
に

触
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
実
践
的
な
学
び
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
専
任
講
師
か
ら
の
指
導
・
助
言
に
加
え
、
過

年
度
の
修
了
生
が
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｔ
Ａ
）
と
し
て
現

海ごみについて調査。オンラインゼミでは、年に1回現地実習を設けている。
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「対馬未来フォーラム2025」のチラシ。

役
受
講
生
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
も
特
長
で
す
。

一
年
間
の
ゼ
ミ
活
動
を
通
じ
て
、
受
講
生
は
自
分
の
取
り
組
む
テ
ー

マ
を
少
し
ず
つ
実
践
的
な
内
容
に
練
り
上
げ
て
い
き
、
最
終
の
ゼ
ミ
に

て
発
表
を
行
な
い
ま
す
。
修
了
生
に
は
、
市
長
名
で
修
了
証
が
授
与
さ

れ
ま
す
。
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
二
四
年
度
ま
で
で
、
延
べ
一
八
八
名
が

ゼ
ミ
を
修
了
し
、
な
か
に
は
複
数
年
継
続
す
る
受
講
者
も
存
在
し
て
い

ま
す
。

人
材
育
成
の
好
循
環
を
目
指
し
て

全
国
の
離
島
や
中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、

産
業
・
教
育
・
地
域
づ
く
り
・
福
祉
医
療
な

ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
担
い
手
不
足
が
深
刻

化
し
て
い
ま
す
。
上
述
の
よ
う
に
、
対
馬
グ

ロ
ー
カ
ル
大
学
は
、
地
域
に
不
足
し
が
ち
な

学
術
的
・
専
門
的
な
視
点
を
補
完
す
る
、
多

様
な
属
性
の
人
び
と
が
集
う
「
学
び
の
場
」

と
し
て
、
対
馬
の
こ
と
を
考
え
、
行
動
し
よ

う
と
す
る
人
び
と
の
掘
り
起
こ
し
や
仲
間
づ

く
り
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

実
際
、こ
れ
ま
で
の
受
講
生
の
中
に
は
、定

年
退
職
を
機
に
対
馬
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
高
等

教
育
に
触
れ
た
い
と
オ
ン
ラ
イ
ン
ゼ
ミ
を
初
年
度
よ
り
継
続
し
て
受
講

（
二
五
年
度
で
六
年
目
）
す
る
こ
と
で
、
地
域
防
災
や
地
域
づ
く
り
を
テ
ー

マ
に
、
大
学
生
と
と
も
に
本
格
的
な
実
践
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
方

が
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
食
材
活
用
や
海
ご
み
ア
ー
ト
を
通
じ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
を
テ
ー
マ
に
ゼ
ミ
活
動
に
取
り
組
ん
だ
受
講
生
の
一
人
は
、
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そ
の
経
験
を
生
か
し
、
二
五
年
度
の
県
立
対
馬
高
校
商
業
科
の
授
業
に

お
い
て
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
づ
く
り
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
企
画
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
大
学
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
学
び
が
行
動
へ
と
つ
な
が
り
、

自
ら
の
実
践
と
並
行
し
て
次
の
世
代
の
学
び
を
支
え
る
と
い
う
、
人
材

育
成
の
〝
好
循
環
〟
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
修
了
生
の
取
り
組
み
に
対
し
、
継
続
的
な

伴
走
支
援
を
行
な
っ
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
研
究

奨
励
補
助
制
度
」
を
運
用
し
、
学
生
や
市
民
な
ど
が
取
り
組
む
研
究
活

動
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
対
馬
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け

て
取
り
組
む
個
人・団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
、「
見
え
る
化
」
を
目

指
し
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
登
録
制
度
を
設
け
、修
了
生
の
登

録
を
促
進
す
る
こ
と
で
活
動
の
仲
間
づ
く
り
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
、
研
究
者
や
学
生
、
市
民
な
ど
が

取
り
組
む
対
馬
に
関
す
る
研
究
・
実
践
活
動
の
成
果
発
表
会
「
対
馬
学

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
際
し
て
は
、
修
了
生
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ゼ
ミ
受
講
生
に

同
イ
ベ
ン
ト
で
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
二

五
年
度
は
、
対
馬
の
社
会
・
環
境
課
題
解
決
に
取
り
組
む
企
業
の
参
画

も
新
た
に
得
な
が
ら
「
対
馬
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
開
催
す
る
計
画
で
す
。

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら

未
来
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ

対
馬
グ
ロ
ー
カ
ル
大
学
は
、
開
講
以
来
、
地
域
内
外
で
多
様
な
人
材

を
育
み
、
そ
の
中
か
ら
持
続
可
能
な
し
ま
づ
く
り
に
向
け
た
多
く
の
ア

イ
デ
ア
や
構
想
を
創
出
し
て
き
ま
し
た
。今
後
は
こ
れ
ら
の
成
果
を
、地

域
内
外
の
企
業
・
研
究
機
関
・
行
政
が
連
携
し
な
が
ら
具
体
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
と
発
展
さ
せ
、
社
会
実
装
に
つ
な
げ
て
い
く
仕
組
み
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
学
び
か
ら
実
践
へ
、
個
の
挑
戦
か
ら
多
様
な
主
体
に
よ
る
共
創
へ
」

と
い
う
循
環
を
強
め
て
い
く
こ
と
で
、
対
馬
グ
ロ
ー
カ
ル
大
学
は
単
な

る
教
育
・
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
地
域
の
未
来
を

紡
ぐ
「
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
へ
と
進
化
し
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
多
く
の
方
々
が
対
馬
の
持
続
可
能
な
未
来
づ
く
り
に
参
画

し
、
そ
の
中
か
ら
新
た
な
産
業
や
雇
用
、
文
化
が
芽
吹
い
て
い
く
―
。

世
界
最
先
端
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ア
イ
ラ
ン
ド
の
実
現
に
向
け
て
、
対
馬

グ
ロ
ー
カ
ル
大
学
の
果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
性
が
増
し
て
い

く
と
考
え
て
い
ま
す
。

■

特集　離島振興とリスキリング

崔
春
海
（
さ
い
は
る
み
）

福
岡
県
出
身
。大
学
在
学
時
の
二
〇
一
五
年
に
「
対
馬
市
島
お
こ
し
実
践
塾
」（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
践
塾
の
前

身
事
業
）
で
対
馬
に
初
来
島
。一
八
年
対
馬
市
役
所
入
職
。現
在
、域
学
連
携
事
業
お
よ
び
対
馬
グ
ロ

ー
カ
ル
大
学
を
担
当
。




